
告

示

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
八
号

地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
福
島
県
議

会
定
例
会
を
平
成
二
十
三
年
十
二
月
九
日
福
島
市
に
招
集
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

総

務

課)

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
九
号

福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例(

昭
和
五
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号)

第
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
上
に
お
い
て
有
益
な
書
籍
と
し
て
、
次
の
も
の
を
推
奨
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

推
奨
番
号

名

称

制
作
者
又
は
配
給
者

備

考

二
〇
七

下
町
ロ
ケ
ッ
ト

池
井
戸
潤(

株
式
会
社
小

推
奨
対
象

高
校

学
館)

生
、
青
年
及
び
一

般

二
〇
八

ポ
ニ
ー
テ
ー
ル

重
松
清(

株
式
会
社
新
潮

推
奨
対
象

中
学

社)

生
、
高
校
生
、
青

年
及
び
一
般

二
〇
九

き
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
花
見
山

あ
き
ば
た
ま
み(

株
式
会

推
奨
対
象

幼
児
、

社
オ
ー
プ
ン
・
エ
ン
ド
／

小
学
生
、
中
学
生
、

松
田
利
也)

高
校
生
、
青
年
及

び
一
般

(

人
権
男
女
共
生
課
青
少
年
育
成
室)

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
号

福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例(

昭
和
五
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
図
書
類
を
青
少
年
に
有
害
な
も
の
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

指
定
番
号

雑

誌

名

称

等

発

行

者

指
定
理
由

六
五
四
二

雑

誌

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

２
０

三
英
出
版

著
し
く
青
少
年

１
１

１
２
月
号

の
性
的
感
情
を
刺

(

１
７
８
４
３
―
１
２)

激
し
、
そ
の
健
全

な
育
成
を
阻
害
す

六
五
四
三

雑

誌

Ｅ
Ｘ
Ｍ
Ａ
Ｘ

２
０
１
１

株
式
会
社
ぶ
ん
か

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

１
２
月
号

社

(

０
２
０
９
１
―
１
２)

(

人
権
男
女
共
生
課
青
少
年
育
成
室)

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
一
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
二
十

三
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま

ち
づ
く
り
課
、
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
西
郷
村
商
工
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

告

示

○
福
島
県
議
会
定
例
会
を
招
集
す
る
件

四
一
八

○
青
少
年
に
有
益
な
書
籍
と
し
て
推
奨
す

る
件

四
一
八

○
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定

す
る
件

四
一
八

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ

い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

四
一
八

○
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ

る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件

四
一
九

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件

四
一
九

○
個
人
施
工
者
の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

認
可
し
た
件

四
一
九

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更

の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件
二
件

四
一
九

○
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
を
開

催
す
る
件

四
二
〇



県
道
湯
野
上
会
津
高

田
線 路

線

名

大
沼
郡
会
津
美
里
町
大
字
尾
岐
窪
字
下
川
原
九
七

〇
番
二
地
先
か
ら

同

郡
同

町
大
字
尾
岐
窪
字
新
町
一
〇
番

二
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
二
三
年
一
一

月
二
七
日

供
用
開
始
の
期
日

公

告

観
光
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

イ
オ
ン
西
郷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

福
島
県
西
白
河
郡
西
郷
村
大
字
小
田
倉
字
岩
下
十
一
番

地
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
西
郷
村
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

(

商
業
ま
ち
づ
く
り
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保

安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
十
一
年
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
南
会
津
町
滝
原
字
龍
沢
一
七
一
七
の
一
九
か
ら
一
七
一
七
の
二
一
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

(

森
林
保
全
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
三
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
会
津
若

松
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
四
号

都
市
再
開
発
法(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号)

第
七
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
個

人
施
行
者
の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

施
行
者
の
氏
名
及
び
名
称

橋
本

謙
一

財
団
法
人
湯
浅
報
恩
会

二

事
務
所
の
所
在
地

郡
山
市
駅
前
一
丁
目
八
番
十
六
号

三

事
業
の
名
称

県
中
都
市
計
画
郡
山
駅
前
一
丁
目
第
二
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

四

事
業
施
工
期
間

平
成
二
十
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
十
六
年
六
月
ま
で

五

施
行
地
区

郡
山
市
駅
前
一
丁
目
の
一
部
の
区
域

六

施
行
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
年
十
二
月
二
日

七

事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
の
内
容

変
更
前

郡
山
市
駅
前
一
丁
目
九
番
十
五
号
国
分
ビ
ル
三
階

変
更
後

郡
山
市
駅
前
一
丁
目
八
番
十
六
号

八

変
更
の
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日

(

建
築
指
導
課)

公
告
第
二
百
二
十
七
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
四
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
こ
ろ

三

代
表
者
の
氏
名

木
下

晋
宏
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四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
相
馬
市
小
野
字
小
野
迫
六
十
六
番
地
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
病
弱
者
に
対
し
て
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
に
関
す
る
福
祉
事
業
を
行
い
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

公
告
第
二
百
二
十
八
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
六
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
夢
あ
る
き

三

代
表
者
の
氏
名

森
田

ま
ゆ
み

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
会
津
若
松
市
町
北
町
藤
室
字
藤
室
南
百
八
十
九
番
地
一
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
発
達
障
害
児
・
者
に
対
す
る
療
育
・
支
援
を
行
な
う
と
と
も
に
、
障
害
児
・
者
に

関
す
る
社
会
一
般
へ
の
知
識
の
普
及
を
図
り
、
障
害
児
・
者
の
福
祉
の
増
進
を
め
ざ
し
、
地
域
福
祉

の
た
め
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
文
化
振
興
課)

公
告
第
二
百
二
十
九
号

家
畜
改
良
増
殖
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号)

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
家
畜

人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

開
催
期
日

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
四
日
ま
で

二

場
所

１

学
科
、
実
習(

二
の
２
に
掲
げ
る
実
習
を
除
く
。)

及
び
修
業
試
験

西
白
河
郡
矢
吹
町
一
本
木
四
百
四
十
六
番
地
の
一

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大

学
校

２

実
習(

精
液
の
採
取
、
保
存
液
の
調
整
、
精
液
の
希
釈
、
精
液
の
液
状
保
存
及
び
冷
凍
保
存
に

係
る
も
の
に
限
る
。)

福
島
市
荒
井
字
地
蔵
原
甲
十
八
番
地

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所

三

対
象
家
畜
の
種
類

牛

四

受
講
人
員

十
三
名
程
度

五

受
講
資
格

家
畜
改
良
増
殖
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者

六

受
講
手
続

１

講
習
会
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
選
考
申
込

書
を
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
ま
で
に
所
轄
す
る
福
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
を
経
由
し
て

知
事
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
講
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
受
講
願
書
に
二
万
八
千
円
相
当

額
の
福
島
県
収
入
証
紙
を
貼
り
、
履
歴
書
を
添
付
の
上
、
平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日
ま
で
に
所

轄
す
る
福
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
。

七

そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
農
林
水
産
部
生
産
流
通
総
室
畜
産
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

(

畜

産

課)
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